
部分日食を見よう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜部分日食＞ 

 １月６日（日）に部分日食が見られます！８時40分ごろから11時ごろま

で現象が続きます。神秘的な太陽の姿を観察してみましょう。 

↑上図は１月６日（日）午前８時30分頃～１１時頃の空です。８時半ごろか

ら「南東」の空を観察しておきましょう。約3時間になるドラマです。焦らず

ゆっくり楽しみましょう♪ （図はアストロアーツ社 ステラナビゲータ９により作成） 

１月６日（日）の空 

 今回の日食は、201６年３月以来、３年ぶりとなります。今回の日食は

「部分日食」です。太陽の一部が月によって隠される現象です。日曜日の朝

に見られるため小さなお子さまでも体験できるとても良い機会です。家族

や学校、天文施設などでどっぷり天文現象に浸ってみませんか！？ちなみ

に、次に県内で観測できる日食は201９年１２月２６日となります。 

（公財）宮崎文化振興協会 宮崎科学技術館 

日食の始め 

（８時４０分） 

日食の最大 

（９時４８分） 

日食の終わり 

（１１時４分） 

南東 南 東 

【日食の割合】0％ 【日食の割合】約 30％ 【日食の割合】0％ 

日食メガネ 

日食を観察する時は、太陽を観察する専用の「日

食メガネ」を使って観察するぞ！ 

失明などの危険性もあるから保護者や専門家な

どと一緒に観察をしておくれ。 
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日食についての説明 

「日食」とは太陽→月→地球の順に一直線上になった時に見られる現象で

す。地球から見ると月が太陽の手前を横切るときに月によって太陽が隠され

る現象と言えます。太陽と月を結んだ直線上の地域では太陽がすっぽりと月

に隠される「皆既日食」が見られます。地球上で皆既日食が見られる地域は非

常に狭い範囲ですが、その周辺地域では太陽の一部が月に隠されて太陽が欠

けて見える「部分日食」が起こります。（下図参照） 


